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概要
多くの投票力指数 (パワー指数) の研究では,(1) 過半数で議案が通る,(2) 提携が生じる確率




















ある.またその投票者をピヴォットと呼ぶ.ある投票者 i のシャプレイ シュービック指数は以下で
与えられる.




ここで, n は投票者の数, S は,ある投票者 i を含む勝利提携のうち, i が抜けると敗北提携になる提





$\beta$_{i}=\displaystyle \frac{2\times|\{S\subseteq N:S\in W,S-\{i\}\in L\}|}{2^{n}}=\frac{|\{S\subseteq N:S\in W,S-\{i\}\in L\}|}{2^{n-1}}
ここで, n は投票者の数 S はある投票者 i を含む勝利提携のうち, i が抜けると敗北提携になる提










自民 : 自由民主党,民主 : 民主党新緑風会,公明 :公明党,



































m 次元立方体 [−1, 1 ]^{m} を考える. m 次元の各軸は,各因子に対応し,ここでは数値の取りうる範囲
が-1 から1の問に限る.さらに確率を計算するために,この選好空間を半径1/2の m 次元の球 B_{1/2}^{m}
に写して考える.選好空間 [−1, 1 ]^{m} 上の点 z= (z_{1}, \cdots , z_{m})\neq(0, \cdots , 0) に対し,実数値を対応させ
る関数 d(z) を
 d(z)=\displaystyle \sup\{y>0| \max j=1,\displaystyle \cdots,m\frac{y|z_{j}|}{\sqrt{z_{1}^{2}++z_{m}^{2}}}\leq 1\}






之 \neq(0, \cdots 0)
z=(0, \cdots 0)
\vdash 1,1]^{\mathrm{m}}
図1 m=2 の場合の f による写像の例
f は,原点からの方向を変えずに,またベクトルについてはその大きさを維持しながら, [−1, 1 ]^{m} の
境界面を B_{1/2}^{m} の球面に, [−1, 1 ]^{m} の内部を B_{1/2}^{rn} に写す写像である.
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図2 議案  $\xi$ に対する投票者  i が賛成する確率
議案は方向性をもったベクトル  $\xi$= ($\xi$_{1}, $\xi$_{2}, \cdot , $\xi$_{m}) で表される.ここではベクトルの大きさを1,
すなわち \sqrt{$\xi$_{1}^{2}++$\xi$_{m}^{2}}=1 と基準化する.議案  $\xi$ に対し,点  x^{i}= (x_{1}^{\dot{l}}, \cdots , x_{m}^{i})\in B_{1/2}^{m} に位置す
る投票者 i が賛成に投票する確率 p_{ $\xi$}^{i} を
p_{ $\xi$}^{i}=$\xi$_{1}x_{1}^{i}+\cdots+$\xi$_{m}x_{7}^{i_{r $\iota$}}+1/2
によって定義する.議案  $\xi$ が与えられたときに,投票者の全体の組み合わせ  N のうち勝利提携 S に
属する投票者が賛成し,他の投票者が反対する組み合わせが起こる確率は




















\bullet 自民 + 民主 + その他の政党 0\sim 4 つ
\bullet 自民 + 民主以外の政党すべて
















‐ 自民 + 民主
一 自民 + 元気 + 民主
であるのに対し,可決数2/3のときの組み合わせが
‐ 自民 + 民主
‐ 自民 + 民主 + その他1党
‐ 自民 + 民主 + その他2党




には  0 だったが可決数2/3にしたときに影響力を持っていた.
元気は可決数1/2のときにはピヴォッ ト,スウイングになる組み合わせは存在しなかったが可
決数2/3のときには














[3] 参議院本会議投票結果,http: //\mathrm{w}\mathrm{w}\mathrm{w} .sangiin.go.jp/japanese/touhyoulist/touhyoulist html.
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